■　認知行動療法師申請書類一式：

1 日本認知・行動療法学会「認知行動療法師」資格認定申請書（申請書類その１）
2 履歴書：学歴（申請書類その２の１）
3 履歴書：職歴（申請書類その２の２）
4 所有する国家資格、専門資格の証明書・免許証等のコピー

5 認知行動療法トレーニングガイドライン　履修チェックシート（申請書類その３）
6 ⑤の履修証明書
7 認知行動療法の実践事例２例（申請書類その４）
8 ケースレポート（申請書類その５）
■　注意事項

①②③⑤⑦⑧は所定のフォーマット（ファイル）を利用してください。
⑧について、以下の「ケースレポート作成要領」に沿って作成してください。必要に応じて谷（2015）「症例研究の必須事項」（行動療法研究，41（1），13-18）を参照してください。
ケースレポート作成要領
· ⽂字数
10000〜12000 ⽂字
· 固有名詞の使⽤は不可とする。固有名詞はイニシャルではなく、登場順に A、B、C と記載すること。
· 申請者が認知⾏動療法を施⾏した施設については、A 施設ではなく、当施設や当院や当科と記載すること。
· ケースレポートの対象となるケースは、⼼理教育、認知⾏動療法への導⼊、ケースフォーミュレーション、認知⾏動療法の治療⽬標の設定などをすべて申請者が⾏い、すべての認知⾏動療法のセッションを申請者が単独で⾏ったケースに限る。ただし、集団認知⾏動療法においては、申請者が単独で認知⾏動療法を⾏っていなくても、申請者が主たるセッションにおいてリーダーを務めたケース（リーダー担当が３分の２以上）であれば可とする。
· 各論のどの領域に該当するかをケースレポートのはじめに明記すること。
· 申請者が初めてケースの担当となった時期をケースレポート本⽂中に明記すること。
· 年⽉⽇の記載について；初めてケースの担当となった年を X 年と記載すること。⽉、⽇は実際の数字を記載すること（例；X 年 8 ⽉ 6 ⽇）
· 略語の使⽤は不可とする。ただし、ケースレポートの初回登場時に正式名称を記載し、（以下、〇〇）と記載すれば、以下は〇〇と記載することは可である。
· セッション中に用いたものに限り、図、表、絵、写真の使⽤を許可する。
· 医療領域のケースは、国際疾病分類（ICD）に基づく診断名とICDコードを記載すること。
